
令和4年3月5日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「発表力がついた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の生徒が提出した。

３：６０％以上の生徒が提出した。

２：４０％以上の生徒が提出した。

１：４０％未満の生徒が提出した。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が活用した。

３：８０％以上の教員が活用した。

２：６０％以上の教員が活用した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：年６回以上実施した。

３：年４回以上実施した。

２：年2回以上実施した。

１：年2回未満であった。

１：

40％
未満 Ｄ 0体験的な学習の成果をグループごとにまとめ

させ、発表させることで、発表する力を身につ
けさせる。

3

3

　生徒アンケートの設問「学校
生活に満足している」におい
て肯定的な回答は、昨年度と
比較して１．７ポイント減の７
８．１％であった。今年度も新
型コロナウイルス感染拡大防
止のため各種の学校行事の
実施について制約があったた
めと考えられる。しかし、その
中でも工夫して諸活動を実施
することができた。今後は、さ
らに生徒会活動を活性化させ
制約がある中でも、生徒自ら
が考え、工夫を凝らし、主体
的に取り組んでいくよう指導し
ていく。

Ａ 2

・学校評価によると「学校生活に満足している」の
回答が生徒と保護者で近いパーセンテージあるこ
とは共通認識として理解されていると思うので、と
ても良いことだと思います。
・マスク着用のうえあまり集まってはいけない等制
約もあり、コミュニケーションが取りにくい現在です
が正しい情報を取り入れ、SNS等のみに頼る事な
く、家族間や友人同士での会話がとても（この時
期だからこそ）大切だと思います。
・コロナ禍において、コミュニケーションをとること
運動指導は取組みが難しく仕方ないと思います。
タブレットの授業配信がだいぶ普及していて、安
心します。さらなる活用の向上を期待します。
・コミュニケーション能力は社会に出てから重要だ
と思います。ディベートもおもしろいと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4
３：

60％
以上 Ｂ 3

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

2

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

2

生徒アンケートの設問
「学校生活に満足してい
る」での肯定的な回答

４：

85％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

2

　「学校の決まりを守って生活し
ている」において肯定的な回答
は、昨年度より０．９ポイント増加
し９６．７％となった。　社会の
ルールを守ろうとする気持ちや
正義感が育っていることがわか
る。また、コロナ禍での学校生活
では様々な制約があったが、そ
の中で学校行事・学年行事に工
夫を凝らし、生徒の活躍の場を
作ってきた。「学校行事・学年行
事に意欲的に取り組んでいる」に
ついては84.7％が肯定的な回答
をしており、自己肯定感や自己
決定力を高めることにつながっ
ているととらえることができる。今
後も生徒が主体的に取り組むこ
とができるような場面を多く工夫
して作っていく。また、生徒が豊
かな心を育むことについては、道
徳の授業がもつ役割は大きい。
次年度もさらに研修を深め道徳
指導の充実を図っていく。

2

2

4

4

　生徒アンケートの設問「先生
は、わかりやすい授業を行って
いる」に対しては、肯定的な回答
の各教科の平均が昨年度より
４．７ポイント増加し９１．６％と
なった。ＩＣＴの環境が整い、生徒
一人一台タブレットの使用が定
着してきたことも要因の一つであ
る。また、年間を通じ力を注いで
きた校内研修もその成果が現れ
てきたと考えられる。感染症拡大
防止のため、授業公開ができな
かったことが非常に残念であっ
た。今後についてはICTのより効
果的な使い方を探っていくととも
に、校外での研修成果を校内で
共有し、活用を図る。

３：

75％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

4

4

3

4

4

3

4

１：

60％
未満

・「学校生活に満足している」「校則や規則を守っ
て生活している」「学校行事・学年行事に意欲的に
取り組んでいる」いずれも生徒さん自身よりも保
護者の回答が肯定的なパーセンテージが高いと
いうことは、子どもさんの様子から学校に対しての
信頼感があるという結果が表れているのだと思い
ます。
・決まりを守るのはもちろん大切なことだと思いま
すが、おかしいと感じる事はきちんと主張できる人
になって欲しいと思います。学校サイドも柔軟に
対応して下さるといいな・・・と思います。校長先生
も、副校長先生もフランクな考えをお持ちだと思う
ので。
・子供達が素直に成長している様子から良い取組
ができているのだと感じます。

・部活動などが休止になったり、体を動かす機会が減
少していたにもかかわらず「４月よりも体力が向上し
た」と実感しているということは生徒さん自身の危機意
識があったかもしれません。体を動かしてストレスをい
発散できる体育の授業や昼休みに積極的に取り組ん
でいた様子が伺えます。
・食育は学校での前に本来家庭で躾けられるべきだと
思いますが、昨今はなかなかそうも行きませんね。コロ
ナ禍故、むしろ体を動かす事の大切さを感じている様
に思います。子どもはどんどん運動するべきです。大
人もです。
・コロナ禍、何ができるか選択していくので充実した取
組みができず大変な中で最大限のことをして頂いてい
ると思います。
・校庭も狭く不利な条件の中、努力されていると思いま
す。

・様々な制約があったにも関わらず、一番重要な
学習面での肯定的な回答で、４．７ポイントも向上
したということは驚きだと思います。確かにICT、タ
ブレットの導入も大きいと思いますが、先生方の
努力が大きかった結果だと思います。
・教師という仕事がどれだけ大変か・・・たくさんの
事を要求されていますから、本来の教育・指導に
主力を注げない様では困りますので、人員配置な
ど適切に行って頂きたいです。機械に人の代わり
はできませんから。
・ICTの有効活用に期待します。

2

3

・諸事情により、授業時間が大幅に削減されてい
る中で、生徒さんの意欲が失われないように、先
生方のきめ細やかな働きかけやフォローがなされ
ていないと８０％以上が肯定的な回答にならない
と思います。また、新たにICT機器を取り入れたこ
とで時代に合った教育環境に変容していくことが
功を奏していると思われます。
・学力向上アンケートでの｛家庭学習｝のところ生
徒と保護者の間に差があるのはやや気になりま
す。タブレット等私達よりもずっと上手く的確に操
作利用ができると思いますので、おおいに活用し
知識だけでなく知恵も付けてくれれば良いと思い
ます。
・もっとタブレットの活用で学習チェックできるよう
有効活用していけたらと思います。そして教材が
減れば重いカバン問題も軽くなるかと思います。

　生徒アンケート設問「学習への
取組が積極的になった」におい
て肯定的な回答は昨年度より１．
１ポイント減の８１．８％となった。
授業では基礎・基本の定着と個
に応じた指導、生徒の言語活動
を積極的に取り入れることによ
り、生徒が興味・関心を高め主体
的に取り組めるよう指導してい
る。また、ＩＣＴ機器を積極的に活
用しており、今後も一人一台タブ
レットのさらなる有効活用を図
る。教員の指導力向上のため、
次年度も東京都や大田区の研
修会に教員が参加したり、校内
での研修を行ったりすることを継
続実施し授業力の向上を図る。
家庭学習の習慣が身に付き、自
主的に学習することができるよう
「自主学習ファイル」の取組を全
校体制で継続して行っていく。

1

5

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体育の授業等運動の機会を積極的に取り組
むよう指導する。また、運動部活動の取り組
み内容を充実させ、体力向上に取り組む。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

道徳「発問を工夫し生徒が考え議論する道徳
の授業づくり」、教科「学習意欲を高め、確か
な学力の向上を目指した指導の工夫」を研究
テーマに研究し、授業に活用する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

3

2

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

家庭学習習慣の確立のため、「毎日の家庭学
習～学習の仕方～」を全員に配布し、家庭学
習の在り方について説明を行い、「自主学習
ファイル」を全学級で実施する。

１：

40％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

生徒会主催アルミ缶回収運動を感染防止対
策に配慮しながら実施する。

4

3

２：

60％
以上

１：

60％
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

2

３：

75％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　保護者アンケーの結果、「学校
が発行する印刷物（お知らせ・便
り）等はわかりやすい」（９０．
２％、昨年比３．２ポイント減）。
「子どもは学校生活に満足してい
る」（８３．３％、同４．２ポイント
減）。「子どもは落ち着いて授業
に取り組んでいる。」（９０．６％、
同３．１ポイント増）になってい
る。保護者の学校に対する期待
が大きいことを受け止めこれから
も充実した教育活動を行ってい
く。また、コロナ禍で通常と同様
にはいかなかったものの、学校
支援地域本部の協力のもと「い
のちの講演会」「職業人講話」等
実施することができた。これから
も地域と連携を図り、教育活動を
実践していく。

・２年続けて地元の祭りなどの行事が中止になっ
たりと、学校は地域に囲まれた環境の中にあるこ
とを感じさせてくれていた機会も少なくなった中、
学校・家庭・地域の絆を強めることは難しかったと
思います。道徳の授業や「いのち」「職業」の話を
通して社会性を育てていくことは可能だと思いま
すので、新たな取り組みでお手伝いできることが
ありましたら相談して頂きたいと思います。
・コロナ拡大の中、地域に開かれた所までは手が
回らなかったと思いますが、学校内のコロナ対策
で頑張っていましたのでそれで良いと思います。
・コロナ禍の為、学校行事が非公開であったり人
が集まる事を避けなければならない中、高台（学
校だより）などでお知らせを頂けるのは大変意味
のあることだと思います。
・コロナ禍で交流はむずかしく仕方ありません。
親の積極参加をうながして欲しいです。コロナが
おさまったら地域行事にも積極的に参加して欲し
いです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

3

3
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　【学校規模】
　　　生徒数　３４０名　（１年生　３学級：１１３名、２年生　３学級：１０３名、３年生　４学級：１２４名）　教員　２０名
　【学校の特色】
　　　ユネスコスクールに加盟　　　今年度で３０年目を迎える生徒会主催によるアルミ缶回収運動　　　　１・２年生による修学旅行見送り隊
　　　生徒が毎日１ページ以上取り組む「自主学習ファイル（教科型）」による家庭学習の推進　　　道徳授業推進教師を中心とした研究推進委員会による道徳教育の推進

生徒アンケートの設問
「学校生活に満足してい
る」「学校の決まりを守っ
ている」の肯定的な回答

保護者アンケートの設問
「子どもは、学校生活に
満足している」「学校が
発行する印刷物（お知ら
せ・便り）などはわかりや

すい」の肯定的回答

目標に対する成果指標

２：

40％
以上

４：

85％
以上

0

3

0

0

2

3

1

0

2

Ｂ

３：

75％
以上

２：

60％
以上

４：

90％
以上

４：

85％
以上

３：

60％
以上

２：

40％
以上

２：

40％
以上

１：

40％
未満

B

　「体育の授業や部活動など継続的
な運動を通して４月の頃より体力が
向上した」と回答した生徒は、昨年
度より２．９ポイント増加し、７６．８％
となった。新型コロナウイルス感染
拡大防止のため運動の機会が激減
してはいるものの、今年度は生徒た
ちはスポーツに親しむことや運動習
慣の大切さについてしっかりと受け
止めている。今年度は規模縮小・保
護者へ非公開ではあったが体育祭
も実施することができた。昼休みの
校庭開放でも、身体を動かしている
生徒が多く見受けられる。今後も引
き続き運動する機会を増やし、身体
活動量を増加させ、体力を向上させ
ていく。

1

生徒アンケートの設問
「授業は教え方がわかり
やすく満足している」の

肯定的回答

生徒アンケートの設問
「体力が向上した」で肯

定的な回答

Ａ

0

生徒アンケートの設問
「学習への取り組みが積
極的になった」での肯定

的回答

3

Ｃ

Ｄ

４：

90％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：

90％
以上

Ｄ

３：

60％
以上


